
○老朽化対策予算の確実な確保
○長寿命化や維持管理に係る制度の創設や
財政支援の充実・強化

○高規格道路等ネットワークの整備促進
○除排雪に必要な財政支援の充実・強化
○地域の特性に応じた魅力的なまちづくり
の推進

○災害に強いまちづくりの推進
○流域治水の推進
○災害に強い国土幹線ネットワークの
機能確保

概要版令和６年度 社会資本整備の推進に関する提案・要望

令和５年８月 北海道・北海道議会

防災・減災、国土強靱化

災害に屈しない強靱な国土づくりを
より強力に推進

インフラメンテナンス

予防保全への本格転換を図り、
計画的な老朽化対策を推進

持続可能な社会・経済の形成

北海道の道路ネットワークは、
多くの未整備区間が残されている

引き続き、国民の生命・財産・暮らしを守るため、「５か年加速化対策」の推進に取り組むとともに、
中長期的かつ明確な見通しの下、改正法に基づき、国土強靱化実施中期計画を定め、継続的・安定的に
国土強靱化の取組を推進すること。

ゼロカーボン北海道の実現
ゼロカーボン北海道の
実現に向けた取組を推進

デジタル社会の実現

建設産業の高齢化が進行しており、
将来的な担い手不足が懸念

○建設現場における新技術の活用による
生産性の向上

○道路除雪における技術開発の推進
○施設管理や災害時におけるデジタル化の推進

○住宅・建築物の脱炭素化の推進
○環境負荷の少ない交通・物流基盤の構築
○吸収源対策と気候変動の適応に関する
取組の推進

日本海溝・千島海溝沿い巨大地震
による北海道の被害想定

≪人的被害≫

約14万人
≪建物被害≫

約12万棟

多くの施設で老朽化対策が
遅れている

≪対策が必要な橋梁数≫

約3,100橋

観光や物流等の地域経済を支える
インフラの強化が不可欠

デジタル技術活用による
効率化・省力化の推進

※道路メンテナンス年報(令和4年8月)※「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の対策について」報告書（中央防災会議 令和4年3月）※（旧名称）高規格幹線道路の延長より集計。令和5年3月31日時点

我が国への貢献 ◆食料安全保障の強化 ◆観光立国の実現 ◆国土強靱化
◆2050年カーボンニュートラルの実現（エネルギー×デジタル）

≪高規格道路の開通率≫

66％

家庭部門、運輸部門で二酸化炭素
排出量の割合が全国に比べ高い状況

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/index.html


令和５年８月 北海道・北海道議会

※令和5年4月1日時点

防災・減災、国土強靱化 インフラメンテナンス
●橋梁の計画的な老朽化対策の推進

持続可能な社会・経済の形成

デジタル社会の実現
●建設業就業者の50歳以上の割合

総務省労働力調査より作成

（％）

●北海道の温室効果ガス排出量の削減目標

※（旧名称）高規格幹線道路の延長

計画総延長
1,825km

【北海道】

開通延長
1,199km

事業中
km264

66％開通

未着手区間の割合
20％(362km)

【全 国】
（北海道を除く）

計画総延長
12,175km

91％開通

開通延長
11,055km km

事業中
775

未着手区間の割合
3％(345km)

※全高速HPより集計※北海道調べ

ゼロカーボン北海道の実現
●ブルーカーボンの拡大

白老町市街

離岸堤整備

虎杖浜海岸（白老町）

●公営住宅を活用した地域の脱炭素化の推進

●高規格道路網の整備促進

・離岸堤の整備にあたり、水
産生物の生育に配慮し、水産
協調型ブロックを使用。
・ブロックに海藻類が付着・生
育し、ＣＯ２を吸収・貯留する海
藻類の生育環境を創出。

水産協調型ブロック（溝付きブロック）

（万t-CO2） ：森林等吸収量 ：温室効果ガス排出量

北海道地球温暖化対策推進計画
(第3次)改訂版より

温室効果ガス実質ゼロ

2013 2018 2019 2025 2030 2050まで
(基準年度)(速報値) (推計値) (推進の目安) (中期目標) (長期目標)

4,000

5,000

6,000

7,000
▲954

▲842

▲956

▲1,142

7,369 6,039 5,892 4,691 3,788

0

約36%削減約20%削減

温室効果ガス排出量 森林等による吸収量
暖房

暖房

全国

北海道

冷房

給湯

給湯

台所用コンロ

計2.89

(t-CO2/世帯・年)

台所用コンロ

計4.71

照明
・家電製品等

照明・家電製品等

●全国と北海道の家庭部門の
二酸化炭素排出量(2019年度)

●施設管理や災害時におけるデジタル技術の活用による効率化・迅速化

障害物位置

前方検知エリア 注意！
注意！

●道路除雪におけるデジタル技術の活用による省力化

デジタル化による被災時の迅速な情報共有

R3.4撮影

崩壊地上流の湛水状況

ドローンによる被災箇所の撮影
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H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

全 国 北海道

離岸堤完成後は約1.7haの藻場が創出され、海水中のCO2を吸収・貯留
する。（藻場の単位面積あたりの吸収量は、森林の2.4倍と推計。）

エネルギーの地産地消に取り組んでいる市町村と連携した
ゼロカーボンのモデルとなる道営住宅を整備予定（鹿追町など）

地域材活用

電力
供給

電力
購入

道営住宅
バイオガスプラント・
新電力会社４８％削減

(3,581万t-CO2削減)

ミッシングリンク箇所

供用中

事業中

未着手

凡　　　例

高
規
格
道
路

４車線化優先整備区間

●北海道の(旧名称)高規格幹線道路の整備状況

北海道横断自動車道
別保～尾幌

北海道横断自動車道
蘭越～倶知安

旭川十勝道路
上富良野～中富良野

北海道縦貫自動車道
中川～天塩

北海道横断自動車道
女満別空港～網走

北海道横断自動車道
占冠～十勝清水

計画段階評価実施中

計画段階評価を進めるための調査

4車線化事業中

旗揚げ凡例

ドローン操縦体験

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北海道

全国

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

橋梁の令和３年度末時点の点検結果

※グラフは地方公共団体を対象

道路メンテナンス年報(令和4年8月)

北海道内の
健全性Ⅲ・Ⅳの措置状況

（令和３年度末時点）

判定区分

Ⅰ 健全

Ⅱ 予防保全段階

Ⅲ 早期措置段階

Ⅳ 緊急措置段階

Ⅰ：277,291橋
（42％）

Ⅱ：328,839橋
（50％）

Ⅰ：10,341橋
（40％）

Ⅱ：11,707橋
（45％）

Ⅲ：54,045橋（8％）

Ⅳ：627橋（0.1％）

Ⅲ：3,660橋（14％）

Ⅳ：51橋（0.2％）

●「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に関する
北海道の主な中長期目標
0 20 40 60 80 100

河川

砂防

海岸

道路

R3までの整備率 5か年対策後の達成率 中長期の目標

▼R3

56％ 71％

18％ 35％

33％ 64％

52％ 73％

（％）

▼R7目標

洪水等に対する対策が必要な延長（1516.9km）

対策が必要な地域の社会・経済活動を支える砂防施設等の箇所数（87箇所）

津波や高潮災害等に対応していない区間の延長（40km）

緊急又は早期に対策を講ずべき橋梁数（991橋）

▼R3 ▼R7目標

▼R3 ▼R7目標

▼R3 ▼R7目標

▼R27目標

▼R22目標

▼R27目標

▼R35目標

※R5.3時点

未着手

未着手

未着手

未着手

●担い手の育成・確保に向けた取組

積雪前の障害物の状況を
確認しながら除雪作業が可能

妹背牛橋（妹背牛町）

高校生を対象としたICT体験講習会

▼佐幌ダム再生事業（新得町）

既設佐幌ダムの再開発
（堤体のかさ上げ）

整備後被災状況

老朽化した橋梁を架け替え、
橋梁の機能回復を図る。

●流域治水の推進

５か年加速化対策後も
早期対策が必要

５か年加速化対策の
推進・予算の確保

海藻類が付着・生育

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/index.html

